
HSD Japan 2024 参加者アンケート結果
2024年度のプログラム参加者に実施したアンケート結果の一部をご紹介します。

プログラムを通してどんな成長ができそうか、どんな自分になりたいかを考える参考にしてみてくださいね。

Q1. スローガン、ミッション等の達成度は？* Q4. プログラムを経て身についた姿勢は？ Q5. プログラムを経て得たものは？

1位：一生の仲間
•日米ともに31人の家族ができ、いつか必ず会うと心に決めるくらいに

仲良くなれた。

•10日間という短い期間ながらも、密度の濃い交流を経て、強い友情を

築くことができた。

2位：チャレンジ精神・積極性
•他の参加者やカウンセラーの後押しのおかげで様々な挑戦をすること

ができ、それが自信に繋がった

3位：夢、目標
•住む地域も国も違うからこそ、いつか会えるという確信があるからこそ、

離れていてもみんなが頑張っているから自分も頑張れるという感覚を

初めて味わった。

3位：自分への自信と誇り
•今まであまり自分や自分の夢に自信がなかったが、自分に自信を持ち

発言できるようになれた。

1位：相手/自分自身を真に理解しようとする姿勢
•自分の心をここまで開いていったことはなかったので、自分自身と向

き合うことが、同時に相手について理解を深められることにつながるこ

とが分かった。

•他の参加者と深く関わることで、全員が深く知れば知るほど大きくなる

魅力を持ち合わせていることに気付かされた

1位：新しい物事に積極的に挑戦する姿勢
•周りの目や失敗を恐れるのではなく、とにかくチャレンジしてみようと

いう姿勢が身についた。

•躊躇していては始まらないことに気が付いた。思い立ったら、行動に。

挑戦に終わりはないので、これからも続けていきたい。

2位：困難を乗り越える努力/挑み続ける追求心
•どんな難しい問題でもなんとかなるというマインドを身につけることが

出来た。

•何事においても全力で出来るまで取り組むようになった。
*プログラムの経験から、各々の姿勢が身に付きましたか？という問いに対し、十分身についた、
ほとんど身についたが一部身につかなかったと回答された割合

Mission 『使命』

“Grab the Core!!”(真髄をつかめ!!)

社会・歴史・文化、人との関わりの中で探究心を
持ちその奥にある「 真髄」とは何かを追求する
姿勢 。米国側にとっては2度目、日本側にとって

は自国での国際交流であるからこそ、より深い
学びや発見を目指す。

94%

Slogan 参加者を鼓舞する合言葉

自国を代表する

他国・他者を学ぶ

真の友情を築く

100%

94%

94%

3 key words 『姿勢』

Challenge精神

Pride（責任感）

Respect（主体性）

94%

94%

100%

Q2. 人生への影響は？*

参加者や卒業生と今後も連絡・連携を取り続けたい

進学、就職の選択肢に国際的な分野を考えるようになった

海外留学を視野に入れるようになった

94%

88%

88%

進路選択への考えが大きく深まった 88%

Q3. どんなスキルが向上した？*

臨機応変に英語で発信する力

英語でプレゼンテーションをする力

国際問題や社会問題について議論する力

100%

100%

100%

文化や価値観の違いが大きい相手と深い人間交流を築く力 94%
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